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一人口の動き・一
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計12」568人
世帯数　2㌧62』1世帯
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行
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一
日
元
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四
日
　
ご
用
始
め

五
日
税
務
会
議

六
日
　
消
防
出
ぞ
め
式

七
日
選
管
会
議

十
日
　
母
子
セ
ン
タ
ー
竣
工
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選
管
会
議

＋
一
日
初
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調
理
師
試
験
が
あ
り
ま
す

　
き
た
る
二
月
六
日
（
日
曜
日
）
新
潟

長
岡
、
高
田
の
三
会
場
に
お
い
て
、
調

理
師
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
η
こ
の
際

資
格
を
と
け
た
い
と
お
考
え
の
か
た
は

至
急
、
衛
生
係
ま
で
お
申
出
く
だ
さ
い

こ
ま
か
な
手
続
万
法
を
お
知
ら
せ
し
ま

す。　
な
お
、
受
験
準
備
教
育
を
二
月
二
日

三
日
の
二
日
間
、
十
日
町
保
健
所
で
実

施
し
ま
す
の
で
、
こ
の
万
の
受

講
希
望
の
む
き
も
あ
わ
せ
て
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
年
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住
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更
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年
賀
状
の
差
出
人
の
住
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と
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友
人
、
知
己
の
住
所
変
更
も
多
か
っ
た

乙
と
で
す
o
よ
い
機
会
な
の
で
住
所
録

を
更
新
し
て
お
き
ま
し
よ
う
o

　
福
祉
年
金
の
受
領
証
書

　
前
も
っ
て
書
い
て
お
い
て

　
福
祉
年
金
を
受
け
取
る
と
き
は
、
役

、
場
か
ら
お
手
も
と
に
配
っ
て
あ
る
福
祉

年
金
受
領
証
書
の
用
紙
に
、
前
も
っ
て

必
要
な
こ
と
を
書
き
こ
ん
で
お
い
て
く

だ
さ
い
o
そ
し
て
、
当
日
は
郵
便
局
の

窓
口
に
、
年
金
証
書
と
受
領
証
書
を
お

出
し
く
だ
さ
し

　
も
し
、

り
、
汚
し
た
り
し
た
と
き
は
、

だ
け
早
く
支
払
い
郵
便
局
に
お
申
出
く

だ
さ
い
。
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、
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臼
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、
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の
表
現
に
つ
い
て
、
そ
の
限
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が
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
に
、

　
　
　
利
用
者
に
と
っ
て
、
ど
の
程
度

　
　
　
が
淡
色
と
さ
れ
る
の
か
、
い
ろ

　
　
　
い
ろ
問
題
を
生
じ
る
こ
と
も
あ

っ
た
の
で
、
そ
の
基
準
を
は
っ
き
り
さ

せ
た
も
の
で
す
。
こ
の
改
正
で
、
郵
便

局
の
区
分
け
作
業
に
支
障
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き
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す
よ
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な
色
の
私
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が
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は
便
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で
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な
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な
っ
た
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で
、
注
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七れ百四　　措の増分正
万ぞ円万教置改
千四　’千畏がと末

’円た百給もれ勤勤

五増職円つ容実当
万額にをいで施の宿当

、町は千現
収長そ二行

たのて十
も意監二昭　各
の見査月禾口　　△，
で書委十三　　云
あと員六＋　計
るとの日刀L
oも審か年　　の
なに査ら度お議が三各　　決
’会行日会　算
決にな間言十
算提わにの　額
内出れわ決
容さ　、た算
をれそ　つは

▽択告れた所
旧さがぞ次管＋
軍れあれのの一
人たりの二常月
等　O　、委つ任定
の　い員の委例
恩　　ず会請員会
給　　れか願会で
処　　もらにに継
遇．報審っ付続
に　告査い託審
関　　ど結てさ議
す　　お果はれと
る　　　りの　　、てな

請　　採報そいり
　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

二れに一育等正期増乏般じは置かツツ事

円千ま八のおこ・通ににて国れ十をに勧

助ず特二与なら勉手期い案との月ついに
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をい立は額つ二員をの
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しうのに・対
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　　　　今の予で下　i

　　　　　る額末当　　1、1、
り支予に給こし手支ま，㌧1、そ』一
’給算つ与とて当給たなじ五
　　　　　　　’を条￥っく万
れた成て増な十職例右た九円

　　　　　　o支同正、》
　　　　　　給率し議
　　　　　　分にて会
　　　　　　か○　、議
　　　　　　　ら　●議員
　　　　　　適一・員期
　　　　　　用月の末
　　　　　　す増期手

　　　　　　　　差才才

　　　　　　農不　　　　国不

　　　　　　　　九八八（四九四
　　　　　　　　六一四診六六九
　　　　　　、　義義喚療八六八
　　　　　　　　二〇七所四五〇・
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　　　　　　　　七三．六
　　　　　　　　円円円

　　　　　　　　　　　◎

給
与
条
例
を
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正
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日
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　　　　一会で問焦っ説かがら説定冊をの

　　　　　　　　’の討た意次のづはさたて
　　　　　　　　財は論の見い内い　’れ一分
　　　　　　　　　’をち書で容てまた財析
　　　　　　　　収診通　’に内に根ず　o政し
　　　　　　　　入療じ質つ山つ津町　　事　’
　　　　　　　　’所て疑い監い収長　　情そ
　　　　　　　　その審にて査て入の　　一の

　　　　　　　　　　　9　　　　●

今冬の道路の除雷計画と御協力についてお願い

9
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反里ロ　　　　　　　　　　　、：交等委

　　　　　　　　　い委の員
　　　　　　　　　ず員国会
　　　　　　　　　れ会庫付
　　　　　　　　　も付負’託
　　　　　羽畏　　　議託担）
　　　　　倉野　　　会一に

谷口口目口口 l目川il田目・1
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県
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野

で　　関

消防暑 のた望議
原 上 千圧日町駅r 定のし決

手 例でてのム　　　、小田 …目1口 云　　ほ上
千
谷
市

浅
川

樽
沢 遡 に別し関

提にい係
案同　　、当

（解説）

中仙田　　　室島 原
東
頸
城
郡

名ケ山 、　　　　　　　し趣と局
　　　　　　￥旨いに
　　　　　このうそ

の道路については無雪道路として全期聞自動車運行（二車線）を確保することを目標とする（第一種） れ意もの
醗

一
⊥
巴 ⊥」の道路については無雪道路ζして全期聞自動車運行（一車線）を確保することを目標とする（第二種）

を．見の趣
原書で旨
案をあを

のとする（第三種）

　鴨
　　　　　定外路線として計画するものである

動車交通の確保を期しますので、沿道各戸のご協力をお願いします。

　　　　　　　　　　　　■

　　　一の道路については一車線の交通確保を原則とするが状呪によつては一時または短期問の交通不能も止むを得ないも

§　　ながい冬の期間雪に埋もれ、その間、目動車交通が途絶するということは、

　ては宿命的なものとするあきらめの考えがありました。
　　しかし、近年著しい生活文化の向上、経済社会のめざましい進展にともなつて、
　い、これを克服して、・冬期間の車両交通を確保することが時代のおおきな要請となつてきました

　　なお、豪雪の場合には一種および二種線のみの除雪となることもありますのでご了承願います

ことしも除雪協力会を組織して図示のとおりの計画に基づいて極力除雪を行い、一般およぴ自●

その他の主要道路については降雪初期と降り止り後の除雪を主体とするが特に公立暑療複関等の路線については指

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川西町役場土木課

　　　　　　　　どこ　つ要

　　　　　　　§　　関お
　　　　　　　　　　　係o、）
　　　　　　　　　　　行議
　　　　　　　曜当魚沼地万におい　　　　政決
　　　　　　　　　　　庁し
　　　　　　　　　　　／＼て
　　　　　　　　　　　　、　　自然とたたか　　　　送
　　　　　　　　’　　　イ寸議
　　　　　　　　　　　さ長
　　　　　　　　　　　れか
　　　　　　　　　　　たら
　　　　　　　　　　　0斉　　　　　　　　　　　　仁．．
　　　　　　　　　　　　れ
　　　　　　　　　　　　7津　　　　　　　　　　　　一、鴇
　　　　　　　　　　　　れ蹴

一一　・ 一一一㎜㎜
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県
下
い
っ
せ
い

　
　
　
「
ね
ず
み
と
り
」
運
動
の
成
果

　
昨
年
十
一
丹
㎝
日
か
ら
十
二
月
十
日

ま
で
の
問
実
施
し
ま
し
た
県
下
い
っ
せ

い
『
ね
ず
み
」
駆
除
運
動
に
あ
た
り
、

全
町
あ
げ
て
ご
協
力
を
願
い
次
の
よ
う

な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

各
町
内
⑳
公
衆
衛
生
推
進
委
員
の
万
が

た
を
は
じ
め
、
こ
の
運
動
に
と
り
く
ん

で
く
だ
さ
い
ま
し
た
み
な
さ
ん
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○
届
け
ら
れ
た
死
そ
の
数

　
川
西
町
全
域
　
　
二
、
八
五
〇
匹

　
と
っ
た
世
帯
　
　
　
七
八
八
世
帯

○
個
人
別
ベ
ス
ト
・
セ
ブ
ン

室野沖寺霜
島口立尾条

金
山
良
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氏

福
崎
倶
楽
治
氏

数
藤
熊
治
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滋
野
義
雄
氏

米
山
広
松
氏

三
七
匹

三
五
匹

一
一
三
匹

一
二
匹

…
一
匹

戸
籍
の
窓
か
ら

．
う
ぶ
声
－
御
す
こ
や
か
に

数
藤
佃
里
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小
林
裕
美

小
林
ひ
と
み

田
邊
小
百
合

高関星高
橋ロ名橋

里裕隆裕
枝二昭子

高
橋
恵
美
子

登佐茂茂
坂藤野野
治立輝：文
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｝
男
長
女

力
長
女

英
男
長
女

勝
義
長
女

清
二
女

隆
㎝
長
男

俊
雄
二
男

忠
，
“
長
女

俊
男
長
女

文
司
長
男

文
司
二
男

沖
立

中
央
町

中
屋
敷

神
社
町

藤藤高高上伊寺

澤澤愈倉野友尾

新
㎝
郎
長
男
中
仙
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進
長
女
岩
瀬

昇
天
！
釦
め
い
福
を
祈
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水
落
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上
村
冨
治

野
澤
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郎

小
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塗
郎
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木鶴野上仁
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新
町
新
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　　五六六一ヒーヒ
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た
か
さ
ご
！
御
円
満
に
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新
郎
北
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男
上
町

　
新
婦
平
野
　
昭
子
　
東
善
寺
か
ら

⑳　
新
郎
高
橋
　
　
㎝
男
　
粟
善
寺

　
新
婦
齋
木
　
和
子
　
北
鐙
坂
か
ら

⑳新
郎
蔵
品

　
　
　
　
　
　
　
濡
霜
條

　
新
婦
富
井
　
正
代
　
馬
　
場
か
ら

⑳　
新
郎
北
村
　
健
二
　
東
善
寺

　
新
婦
高
橋
　
ミ
ネ
　
十
日
町
か
ら

⑳新
郎
相
崎

　
　
　
　
　
　
　
茂
沖
立

　
新
婦
由
醤
奇
　
純
子
　
埼
玉
縣
か
ら

⑳　
新
郎
丸
山
　
光
夫
　
木
　
島

　
新
婦
平
野
ヤ
エ
子
発
電
所
通
か
ら

⑳　
新
郎
根
津
英
一

　
新
婦
、
五
十
嵐
綾
子

⑳　
新
郎
渡
梢
逢
日
出
夫

　
新
婦
星
野
久
美
子

⑳　
新
郎
清
水
　
益
男

　
　
ド

　
新
婦
秦
野
ヤ
ィ

⑳　
新
郎
藤
田
辰
夫

　
新
婦
佐
藤
フ
サ
子

総
瓢
墾

⑳　
新
郎
高
橋
康
男

　
新
婦
古
山
恵
美
子

⑳　
新
郎
小
川
直
克

　
新
婦
茂
野
良
子

上
　
野

野
　
口
か
ら

新
町
新
田

野
　
口
か
ら

下
平
新
田

仁
田
か
ら

根
深

千
葉
か
ら

野
　
口

真
人
町
か
ら

田
戸

釜
石
市
か
ら

赤
谷

藤
澤
か
ら

　
下
平
　
田
中
福
治
氏
　
　
三
〇
匹

　
沖
立
星
名
善
二
郎
氏
三
〇
匹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
な
お
今
回
は
じ
め
て
の
乙
｝
し
ろ
み
と

し
て
、
ね
ず
み
圭
息
定
点
調
査
を
実
施

し
、
田
戸
部
落
の
万
が
た
か
ら
大
変
お

骨
折
り
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
結

果
か
ら
推
定
し
て
㎝
世
帯
平
均
一
〇
匹

位
の
主
息
が
考
え
ら
れ
、
い
っ
せ
い
駆

除
運
動
を
実
施
し
た
成
果
と
し
て
約
半

数
の
駆
除
が
で
ぎ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
し
し
か
し
ま
だ
残
り
の
半

分
が
ま
た
．
繁
殖
す
る
こ
と
を
考
え
ま
す

と
こ
れ
か
ら
の
「
ね
ず
み
」
駆
除
を
徹

底
的
に
や
る
に
は
、
短
臼
毎
日
を
い
っ

せ
い
駆
除
運
動
の
つ
も
り
で
町
内
あ
げ

て
と
り
く
ま
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
o
は
た
し
て
私
ど
も
の
根
気
が

勝
つ
か
、
ね
ず
み
の
繁
殖
能
力
が
勝
つ

か
、
こ
の
勝
負
に
興
味
を
お
も
ち
に
な

り
ま
せ
ん
か
し
ら
o
　
　
　
（
衛
主
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
あ
あ
、
年
賀
状

　
年
の
は
じ
め
、
　
二
百
枚
余
の
年
賀
状

を
も
ら
っ
た
o
あ
の
人
も
、
こ
の
へ
も

あ
わ
た
だ
し
い
年
の
暮
れ
を
ギ
セ
イ
に

し
て
、
わ
た
く
し
を
忘
れ
な
い
で
祝
っ

て
く
れ
た
の
だ
と
思
う
と
た
だ
感
謝
だ

っ
た
し
し
か
し
、
賀
状
を
手
に
し
た
と

き
の
う
れ
し
さ
と
は
別
に
、
毎
年
、
こ

れ
で
い
い
の
か
と
い
う
気
も
ち
が
頭
の

中
を
か
け
め
ぐ
る
o
人
様
は
、
賀
状
の

や
り
と
り
を
ど
う
考
え
る
だ
ろ
う
か
o

　
去
任
の
暮
れ
、
．
事
務
の
整
理
や
金
の

や
り
く
り
で
四
苦
八
苦
の
と
き
、
年
賀

状
を
番
く
の
に
三
晩
か
か
っ
た
。
た
い

へ
ん
な
仕
事
だ
っ
た
。
あ
る
年
に
は
ア

ル
バ
イ
ト
を
頼
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
。

印
刷
し
た
も
の
を
出
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
そ
れ
で
は
心
が
通
わ
な
い
か
ら

と
、
こ
と
し
は
あ
る
て
い
ど
手
ま
め
に

正月は気のゆるむ時

「一筆注意して

おこう」

、
『　嚇

．
黒
羅
陰

ム

わ
す
航
る
哉

・／

復61
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怯

歳
末
に
暖
か
い
贈
り
物

　
【
歳
末
を
ひ
か
え
て
恵
ま
れ
な
い
人

た
ち
に
楽
し
い
お
正
月
を
」
の
呼
ぴ
か

け
に
対
し
て
次
の
万
が
た
か
ら
多
く
の

金
品
が
共
同
募
金
川
西
分
会
に
寄
せ
ら

れ
、
分
会
で
は
、
川
西
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
配
分
し
町
内
の
恵
ま
れ
な
い
家

庭
、
施
設
、
ま
た
は
病
院
な
ど
で
お
正

月
を
迎
え
る
気
の
毒
な
万
が
た
に
贈
り

た
い
へ
ん
警
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
o

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
o

　
川
西
町
青
年
学
級
生

　
川
西
町
青
年
学
級
生
手
芸
部

　
　
μ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

清再相籾
水多崎

リノヨ：カ
イブキ子

星
名
八
重
子

斉
藤
恵
美
子

高
橋
　
ノ
ナ

上
村
ス
ミ
子

田
中
ミ
ヨ
ヱ

田
中
圭
子

斉
藤
　
チ
ィ

根
間
　
ヒ
サ

妻
ζ
タ
㌔
妻
…
3
乞
ζ
｛
芝
」
～
、
ノ
…

書
い
た
や
書
き
な
が
ら
、
毎
年
こ
う
し

た
こ
と
を
く
の
か
え
す
い
ら
だ
た
し
さ

を
ど
う
す
る
乙
と
も
で
き
な
か
っ
た
o

　
ま
だ
明
け
も
し
な
い
の
に
、
明
け
ま

し
で
、
と
書
く
わ
け
に
も
ゆ
か
べ
当
万

も
無
事
で
新
年
を
迎
え
ま
し
た
と
も
書

け
ず
、
か
と
い
っ
て
、
あ
れ
こ
れ
書
い

て
い
れ
ぱ
い
つ
終
わ
・
る
か
も
わ
か
ら
ず

け
っ
き
ょ
く
、
き
ま
り

き
っ
た
わ
び
し
い
賀
状

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
o
．

さ
し
あ
げ
た
人
に
は
ま

な
こ
と
だ
ろ
う
と
お
察
し
す
る
o
芸
能

人
の
中
に
は
、
目
分
の
筆
せ
き
に
よ
く

似
た
人
を
賀
状
書
き
に
や
と
う
と
い
う

話
が
あ
る
が
、
そ
ん
な
賀
状
を
も
ら
っ

て
醤
ぶ
フ
ア
ン
の
気
が
し
れ
な
い
．
、

　
元
朝
、
年
賀
状
を
待
つ
と
き
の
気
も

ち
は
複
雑
だ
。
は
て
、
オ
レ
の
出
さ
な

い
人
か
ら
来
な
け
れ
ぱ
い
い
が
と
い
う

こ
と
に
申
し
わ
け
の
な
い
話
だ
が
　
つ

い
、
こ
ん
な
気
も
ち
で
賀
状
を
書
い
た

こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
o

　
わ
た
く
し
で
さ
え
も
苦
し
い
思
い
を

す
る
o
そ
れ
が
、
つ
き
あ
い
の
多
い
人

や
有
名
人
だ
っ
た
ら
ど
・
つ
だ
プ
つ
う
か
。

ビ
ジ
ネ
ス
や
選
挙
な
ど
の
下
心
の
あ
る

人
は
別
と
し
て
、
ま
っ
た
く
た
い
へ
ん

　
　
　
　
　
　
不
安
、
そ
れ
と
は
ウ
ラ

　
　
　
　
　
　
ハ
ラ
な
期
待
、
そ
ん
な

　
　
　
　
　
　
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と

　
　
　
　
　
去
年
も
ら
っ
た
賀
状
を

頼
り
に
、
こ
の
人
は
よ
こ
す
、
こ
の
人

は
も
う
よ
こ
さ
な
い
だ
ろ
う
と
判
断
し

て
魯
く
の
だ
が
、
　
ヒ
ニ
ク
な
乙
と
に
、

そ
の
カ
ン
は
毎
鉦
は
ず
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
い
。
だ
か
ら
、
余
分
の
賀
状
を

五
十
枚
ぐ
ら
い
用
意
し
て
お
か
な
い
と

礼
を
欠
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
一
任
に
い
ち
ど
の
、
た
っ
た
一
枚
の

は
が
き
、
あ
る
人
は
平
素
の
ご
ぷ
さ
た

を
わ
ぴ
、
近
況
を
報
告
し
あ
う
。
あ
る

人
は
お
た
が
い
の
健
康
を
祝
し
、
　
一
年

の
抱
負
を
語
り
あ
う
o
そ
の
こ
と
が
お

た
が
い
の
心
を
な
ご
ま
せ
、
人
間
関
係

を
な
め
ら
が
に
し
て
く
れ
る
。
先
人
の

残
し
て
く
れ
た
こ
の
す
ぱ
ら
し
い
な
ら

わ
し
が
年
賀
状
で
あ
る
と
し
た
ら
、
そ

の
良
さ
を
十
分
に
生
か
し
な
が
ら
も
、

現
代
の
生
活
に
ふ
さ
わ
し
い
や
り
と
り

に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
同
…
局
内
の
入
は
電
話
や
有
線
で
あ

い
さ
つ
を
す
ま
せ
、
同
じ
町
内
に
住
む

人
や
、
職
場
の
同
僚
や
、
ふ
だ
ん
顔
を

会
わ
せ
る
渚
岡
志
は
、
　
お
た
が
い
に
出

さ
な
い
乙
と
を
申
し
舎
わ
せ
て
も
お
か

し
く
は
な
い
し
マ
イ
ナ
ス
ど
こ
A
．
か
、

か
え
っ
て
親
近
感
を
ま
す
だ
ろ
ろ
o
賀

状
書
き
の
負
担
を
軽
派
し
、
そ
の
分
を

正
月
気
分
に
ひ
た
そ
よ
う
に
し
た
い
o
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国
民
年
金
法
改
正
案

　
明
年
度
（
昭
和
四
十
｝
年
度
）
か
ら

国
民
年
金
法
の
大
巾
改
正
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
o
国
民
年
金
法
第
四
条
に
基

づ
き
、
年
金
給
付
の
額
、
保
険
料
の
額

は
五
任
に
㎝
回
の
調
整
が
加
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
新
年
度
は
そ
の

第
一
回
目
の
調
整
が
行
な
わ
れ
る
わ
け

で
あ
り
、
こ
の
ほ
ど
改
正
の
大
綱
が
厚

圭
省
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
o

大
綱
は
次
の
と
お
り
で
す
o

老
令
年
金
額
月
五
千
円
に

保
険
料
は
百
円
の
引
き
上
げ

一
、
　
拠
出
年
金
の
年
金
額
引
き
上
げ

◎
老
令
年
金
H
保
険
料
を
二
十
五
年
間

　
納
め
た
場
合
の
年
金
額
は

　
改
正
六
万
円
（
月
五
千
円
）
と
す
る

　
現
行
二
万
四
千
円
（
月
二
千
円
）

　
四
十
年
間
保
険
料
を
納
め
た
場
合
は

　
改
正
九
万
六
千
円
（
月
八
千
円
）

　
現
行
四
万
二
千
円
（
月
三
千
五
百
円
）

◎
障
害
年
金
n
最
低
保
障
額
を

　
改
正
六
万
円
（
月
五
千
円
）
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
大
綱
ま

と
、
ま
　
る
ー

現
行
二
万
四
千
円
（
月
二
千
円
）

㎝
級
障
害
者
に
加
算
さ
れ
る
額
は

改
正
“
一
万
二
千
円
（
月
千
円
）

現
行
六
千
円
（
月
五
百
円
）

◎
母
子
・
準
母
子
年
金
罐
子
を
二
人
扶

　
養
の
場
合
の
最
低
保
障
害
は

　
改
正
六
万
円
（
月
五
千
円
）
と
す
る

　
現
行
＝
万
四
千
円
（
月
二
千
円
）

◎
遺
児
年
金
”
最
低
保
障
害
は

　
』
改
正
三
万
円
（
月
二
千
五
百
円
）

　
現
行
一
万
二
千
円
（
月
千
円
）

二
、
　
障
害
年
金
等
の
支
給
範
囲
の
拡
大

　
改
正
す
べ
て
の
障
害
を
対
。
象
と
す
る

　
現
行
外
部
障
害
と
内
部
障
害
の
う
ち

　
結
核
、
精
神
障
害
に
限
ら
れ
て
い
る

三
、
　
福
祈
年
金
支
給
制
限
の
緩
和

◎
愛
給
権
者
所
得
制
．
限
軽
受
給
権
者
が

　
子
等
を
扶
養
す
る
場
合
、
制
限
の
限

　
度
額
（
二
十
二
万
円
）
に
加
算
す
る

　
額
を
子
等
一
人
に
つ
き
改
正
六
万
円

　
（
現
行
四
万
円
）
に
す
る

◎
配
偶
者
所
得
制
限
F
改
正
は
扶
養
義

　
務
者
の
所
得
制
限
に
吸
収
す
る

　
現
行
は
所
得
税
非
課
税
限
度
額
を
制

　
限
額
と
す
る

◎
扶
養
義
務
者
所
得
制
限
“
標
準
世
帯

　
宍
ム
の
制
限
の
限
度
額
を
八
十
五
万

　
円
現
行
七
十
二
万
巴
と
す
る

◎
夫
婦
受
給
制
限
盤
廃
止
す
る

　
現
行
は
一
“
人
年
三
千
円
を
控
除
す
る

四
、
　
保
険
料
額
の
引
き
上
げ

　
保
険
料
を
百
円
引
き
上
げ
る
℃
三
十

　
五
才
以
下
月
二
百
円
（
現
行
百
円
）

　
三
十
五
才
以
上
月
二
百
五
十
円
（
現

　
行
百
五
十
円
）
と
し
、
以
後
更
に
段

　
階
的
に
引
き
上
げ
る
o
　
（
二
年
後
に

　
五
十
円
程
度
引
き
上
げ
が
考
え
ら
れ

　
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）

五
、
　
国
庫
負
担
の
引
き
上
げ

　
保
険
料
と
同
額
を
国
庫
負
担
す
る

　
現
行
は
保
険
料
の
半
額
を
負
担

六
、
そ
の
他

◎
高
令
者
の
任
意
加
入
M
拠
出
年
金
発

　
足
当
時
五
十
才
以
上
五
十
五
才
未
満

　
（
明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
明

　
治
四
十
四
年
四
月
｝
日
の
間
に
主
ま

　
れ
た
人
）
で
現
在
国
民
年
金
に
加
入

　
し
て
い
な
い
も
の
で
、
今
後
国
民
年

　
金
以
外
の
年
金
を
受
け
る
見
込
み
の

　
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十

　
一
年
四
月
｝
日
か
ら
任
意
加
入
す
る

　
こ
と
を
再
ぴ
認
め
る
o

　
現
行
は
現
在
加
入
す
る
資
格
が
な
い

◎
国
民
年
金
事
務
組
合
の
設
置
“
被
保

　
険
者
の
資
格
に
関
す
る
属
出
、
保
険

　
料
の
納
付
等
の
事
務
を
行
な
わ
せ
る

　
た
め
、
同
種
の
事
業
ま
た
は
業
務
に

　
従
事
す
る
者
で
㎝
定
地
域
内
に
居
住

　
す
る
も
の
を
組
合
員
と
す
る
国
民
年

　
金
事
務
組
合
を
設
け
る

◎
福
祉
佳
金
額
の
引
き
上
げ
鵠
現
在
検

　
討
中
で
あ
る
が
、
各
福
祉
年
金
と
も

　
月
三
百
円
増
額
し
た
い

七
、
施
行
期
日

◎
昭
和
四
＋
二
年
一
月
『
日
よ
り

◎
福
祉
任
金
支
給
制
限
の
緩
和
に
つ
い

　
て
は
昭
和
四
十
｝
年
五
月
分
の
年
金

　
か
ら
適
用
す
る
o

（
以
上
は
厚
主
省
よ
り
発
表
さ
れ
た
改

正
原
案
で
あ
っ
て
、
以
後
大
蔵
省
と
の

接
渉
を
経
て
本
通
常
寧
会
に
提
出
さ
れ

細
部
確
定
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
多
少
の

修
正
が
加
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
付
記
し
ま
す
。
）

　
　
　
　
　
　
　
社
会
係

　　　％〆紳繍織
　　繕
〆毎月第3膿白，

＊

1家庭の
＊

＊　　 ．’　、〔

匁醗織に離ため‘
　　偲　　　㌦㌔麟礎輩

　
　
　
＊
撫
甚
甚
蕃
澤
＊
象

橡
■
　
！

．
匁
は
日
こ
詳

礁穐

　
青
少
任
の
健
全
育
成
に
は
、
愛
情
と

信
頼
に
む
す
ば
れ
た
家
族
関
係
が
も
っ

と
も
大
切
で
す
o
こ
う
し
た
こ
と
を
み

ん
な
が
理
解
し
実
践
す
る
た
め
に
「
明

る
い
家
庭
づ
く
り
運
動
」
が
全
国
的
、

全
県
的
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
ゆ
川
西

町
で
も
こ
の
運
動
に
呼
応
し
、
積
極
的

に
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
o
各
家
庭

で
は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

家
庭
の
日
を

　
　
　
決
め
ま
し
ょ
う

今
月
の
「家

庭
の
日
」 　

こ
の
運
動
で
は
毎
月
第
三
日
曜
を
、

「
塚
庭
の
日
」
に
決
め
て
い
ま
す
o
こ

の
日
が
勤
め
な
ど
の
関
係
で
都
合
の
悪

い
象
庭
は
、
別
に
都
合
の
よ
い
日
を
選

ぴ
、
ど
こ
σ
家
庭
で
も
毎
月
㎝
回
は
、

「
家
庭
の
日
」
を
設
け
ま
し
よ
う
o

家
庭
の
日
は

　
　
　
こ
ん
な
ふ
う
に

▽
・
・
家
族
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
食
事
を
し

ま
し
よ
う
。

▽
・
・
夕
食
後
は
み
ん
な
で
話
し
あ
い
ま

　
し
よ
う
。
と
く
に
子
ど
も
や
年
寄
り

は
十
六
日
で
す

　　　　　　　　　　昭和40年度健康優良児名簿
12月24日新築された母子健康センター講堂において賞状並びに
賞懸響られた・　　　　　，女子　対象塁麟鮎駐の乳児

厳含匪整f蓋籔舞II釜霊Eili二i
…

、
ー
ー
．
」
…
㎜
　
，
－
　
脚

　
　
“
陣
〃
職
　
嚇

〃

引長女1

巽ヨ

　
　
　
　
　
　
…
イ

ァ
㎜
ヨ
濤
ー

　
　
　
　
　
　
司

鱒十一一1
鱗i「げi…蔓

　善松i

十　！坐　簿麗…盗壬一純
劃シヤウ降畢　　緯島　　昨
1ナナ・1茂駈昆判一｝簡i信子i長男1　膿響祥子…≡

　
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。

▽
3
お
と
な
は
こ
の
日
は
と
く
に
こ
ど

　
も
と
約
東
し
た
こ
と
を
果
す
よ
う
に

　
し
ま
し
よ
う
。

▽
・
・
み
ん
な
で
協
力
し
て
塚
の
ま
わ
り

　
や
屋
内
を
掃
除
し
ま
し
よ
う
o

▽
．
．
こ
の
日
は
家
族
が
楽
し
む
日
に
し

　
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ぴ
ま
し
よ

東善寺　　糠
近藤　 幸仁1

　
　
陪
｝

夫
鴨

　
利
㎜
秀

野
㌔
撮

鍵赤　谷
縫坂＿広羨

ミi長男
董

．
復
咄

艸
，
　
州

　
子
、

酬
恵
．

…
谷
多
㎜

　
坂

赤
登

↑騨㎝“榊脚i

l長雪

　
平

・
勲

盤望難
i野口　　 i正

1滋野　　徹1
沼
」

　
う
℃

▽
．
・
出
か
せ
ぎ
し
て
い
る
家
族
や
、
遠

　
く
に
就
職
し
て
い
る
者
に
、
こ
の
日

　
は
硬
り
を
書
き
ま
し
よ
う
◎

　
　
曲
　
　
禽
　
　
禽

　
こ
の
ほ
か
塚
族
の
愛
情
を
深
め
、
理

解
し
あ
う
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か

相
談
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
実
行
し
て
く

だ
さ
い
。
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昭
和
三
十
九
年
度
川
西
町
決
算
の

要
領

　
地
万
自
治
法
第
二
三
三
条
第
五
項
の

規
定
に
基
づ
き
昭
和
三
十
九
年
度
の
決

算
の
要
領
を
次
の
通
り
公
表
し
ま
す
o

　
昭
和
40
年
皿
月
2
4
日

　
　
　
　
川
西
町
長
中
村
壮
吉

　
①
一
般
会
計

　
　
昭
和
三
十
九
年
度
の
一
般
会
計
は
当

、
初
㎝
億
六
千
二
百
十
五
万
八
千
円
で
あ

　
っ
た
が
、
そ
の
ご
九
回
の
補
正
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
最
終
予
算
は
二
〇
六
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
一
四
千
円
と
な
っ
た
マ

　
　
　
墜
素
に
対
し
決
籍
は

　
　
　
簾
誰
鯉
、
噸
肝

距
麟
入
才
薮
黎

　
　
綴
灘
、
釦
繕
焔
鱈
題
盤

　
　
　
醸
箋
’
額
を
昭
和
四
十
任
度
へ

　
　
　
　
．
κ
．
、
、
、
　
繰
越
し
た
。
実
質
収
支

…
瀞
難
、
騰
盤
難

　
　
・
・
撰
講
師
霧
幕
猫

　
　
　
　
　
　
で
単
年
度
の
収
支
は
、

　
　
　
　
　
　
一
、
七
八
六
千
円
の
赤
字

　
で
あ
る
o
な
お
そ
の
内
容
の
概
況
、
町

債
及
び
財
産
等
に
関
す
る
図
や
表
を
次

　
に
示
し
ま
す
。

　
②
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　
　
事
業
会
計

　
　
当
初
予
算
は
二
九
、
一
二
〇
千
円
の
規

｝
模
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ご
四
回
の
補
正

一
に
よ
り
三
八
、
七
七
七
千
円
の
最
終
予
算

｝
と
な
っ
た
、
こ
れ
に
対
し
決
算
額
は
才

ゆ

｝
入
三
四
、
四
九
八
千
円
、
才
出
三
七
、
六
九

皿
七
千
円
で
才
入
才
出
不
足
額
三
、
四
六
九

千
円
で
あ
る
、
前
年
度
の
実
質
収
支
が

不
足
金
一
、
八
〇
一
千
円
で
あ
っ
た
の
で

昭
和
三
十
九
年
度
の
単
年
度
収
支
は
一
、

六
六
七
千
円
の
赤
字
で
あ
る
o

③
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　
施
設
会
計

　
千
手
及
ぴ
橘
両
診
療
所
会
計
で
は
、

当
初
一
八
、
九
五
二
千
円
の
予
算
規
模
で

あ
っ
た
が
、
前
年
度
繰
上
充
用
の
必
要

等．

三
回
に
わ
た
る
補
正
の
結
果
、
最
終

予
算
は
三
四
、
五
八
一
千
円
で
あ
る
し
こ

れ
に
対
し
決
算
額
は
才
入
二
一
、
八
五
〇

千
円
、
才
出
三
三
、
八
一
五
千
円
で
あ
る

繰
上
充
用
金
の
財
源
と
し
て
再
建
整
備

に
係
る
町
債
（
借
入
金
）
を
五
百
万
円

才
入
し
た
に
止
ま
り
結
局
、
前
年
度
の

不
足
額
と
ほ
ぼ
同
額
の
一
一
、
九
六
五
千

円
の
不
足
金
を
生
じ
た
o

広77

　
　
触
魍

　
小

ヨ
　
教
委
費

跡
　
禽
工
費

ユ蛎
　
麟
会
費

廻
　
債
費

　
ε
公
防

　
■
溺
　
消

表
　
／

図較
　
　
　
　
　
　
ー

比別款出歳
　
　
　
　
　
　
　
、
、
ー
、
、
t
ノ
ノ
ノ

　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
る

飢
弘
」
壌
』
ズ

　
　
　
　
　
＼
　
　
　
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
み
　
る

瀞
　
　
　
　
町
鵠

翻
、
　
　
　
）
＼

藤
職
卍
＼
贈

拶
灘
燃
骸

　
　
　
ぜ

費
　
　
　
β

　
　
　
づ

校
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
費
痴

学
中
　
　
　
　
　
　
　
茄

　
　
　
　
る
　
　
　
務
”

・
．
期
ド
ヘ

．
讐
即
幣

費
一
費
卵
／
響

衛
　
督
生
－

　
　
　
土
　
足
鴨

　
　
　
　
　
　
一

鋤／
2ε01噛

2乳32噺
通交付税

　
　
讐

編
8

　
　
額

一般会計財政規模の推移
99，74＆873

09，56．、」18

“5，926，438

1＆703，49こ

4α264，墓68

6◎17訟518

7＆97＆7ヨ6

99，79α622

6a7 373
’
1
15＆2 4◎8

596 3Z4

5◎2 4＆8

4＆6 51．4 5

4駄8 5α2

5乙3 4＆7

義務的経費 5亀9 投賛的経費 44．1

④
農
業
共
済

　
　
　
　
　
事
業
会
計

　
当
初
予
算
七
、
六
二
八
千
円
に
＝
回
の

補
正
に
よ
り
五
六
六
手
円
を
加
え
、
最

終
予
算
規
模
は
八
、
一
九
四
千
円
で
あ
る

こ
れ
に
対
す
る
決
算
額
は
才
入
七
、
八
〇

七
千
円
、
才
出
六
、
一
七
五
千
円
で
実
質

収
支
一
、
六
三
二
千
円
の
黒
字
で
あ
る
。

教
育
債

⑤
一
般
会
計
と
特
別

　
　
　
　
　
会
計
と
の
合
計

　
以
上
四
会
計
間
の
重
複
額
八
バ
ニ
ニ

千
円
を
控
除
し
た
統
計
規
模
は
才
入
二

五
九
、
〇
三
一
一
千
円
で
前
年
度
よ
り
三
二
、

一
六
九
千
円
の
増
加
、
才
出
は
二
六
八
、

九
一
一
五
手
円
で
前
任
度
よ
り
三
五
、
一
五

四
千
円
の
増
加
で
あ
る
o

1町債‘よどうなつて㌧、．るカ、

　　　　　減税補
　　役場　てん債

　　庁舖轍500
　　7，θ6

慧日債鏡和徽麦

馬800　61，515千円

　　　　国保亭業会計
一……”……’廠疏麗”’縄’……”一p………50
……一一…・一一一・一…一……。一一一尻保施設会計（診療所）一…40

1皇綴籍蒋不嚢蕊：
囎霧．．雛簾1難義　灘’査畷製＾　艦li．、，烈110

①町有の土地や建物はどうなっているか

財
麿

44，01？

昭和32．年度

　　33

　　34
　　35

　　36
　　37

　　38

　　39

残金　　　一　　　齢　　　層　噂　響

　　　一　　、　　　曹　o，　一騨一，

　　　一　　・　　一　　甲　一　同
噂一

　　　甲　　一　　甲　卿響　』　り一P

霧
纏
、
撚

2ao千万円
　　　　　　　　　　　　　　　　一　般
凶0一・一一一一。一。一・り一一一一・一一一一・　　　”一

1鴛：二轟鞭二二　灘

且7ト’…“…’訣算概況’地債，N
160卵一…一。一一一一一一一一一一一瞬…

且50…一一一一一一一ゆ一一一一一一一一・一一
　　　　　　　　　　　　　　摩支出金，
μ0匿一一…一・…一一。。一一。一。…一一一・

　　　一　　”　　一　　曹　一　軸
一一一
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・一

・
選

　　　聯　　　幽　　蘭峰　　一　，　一　　〇　串o
－9

　
　
　
　
～
2

’
　
　
　
♂

　　　二　　　一　　　二　　罐　　一　二　一一こ
9

　　　｝　　　一　　一　　噂　一　噂
一曹

付分

黙

130一一………一…・……一一・髪「1麺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禰

12・…一一……一一一…一一霧灘

UO一一…。…一一…9り一甲一り。。…一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，嫁・褒

基oo・・一｝…一…・一一一…一…　9夜

go”…’。…”畢…一……灘ノ．．，

80・』一一一…。・一…一一一・一。一一一一一…。

懸婦堤の納付分

ii盤il『諜翌i

30｝●一－農桑共溺亭繋会計一一”一

20……”……’●””一残石…0

10・一

　　、才　　入　　　才、　出、

②その他（S4α3．31現在）

区　　　　分 附　　　　記 金　額　等 区　　分 土　　地
建　　　　　物

備　考
木　　造 非木造 計

有価証券及出資によ
　　　　　　る権利

新潟県信用組合出資

外　　　　　7件
2，941，000

行政財産 4，049挽2 2138祝2
，

683m’ 2821飛’
，，

役場外

公共用財産 97，800蹴2’ 27724挽2
　，

5857肌2
，

33581肌’
　，

学校
分民舘等

債　　　　　権 育英資金貸付金 505，000 普通財産 123，530挽’
一 一 ｝

山林、旧鉄
道、敷地等

合計 ，225，379観2「 29862観’
　，

6，540観2 36402認
　，

物　　　　　品
消防自動車ポンプ外
（取得価額10万円以上）

94（台・機）

借　　地 37，841挽2’ 立　　木 242η3
杉、赤松、から松、雑木
（242×3．6ニ871石）
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御
　
高
　
札

　
ま
た
新
し
い
任
を
迎
え
た
し
私
た
ち

の
広
報
h
か
わ
に
し
」
も
、
新
し
い
姿

で
、
何
か
し
ら
す
が
す
が
し
い
気
持
を

よ
ぴ
お
こ
し
て
く
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
．

　
む
か
し
は
、
も
ち
ろ
ん
「
広
報
一
な

ど
と
い
う
結
構
な
も
の
な
ど
は
ひ
と
つ

も
な
＜
、
徳
川
家
康
が
言
っ
た
と
伝
え
・

ら
れ
て
い
る
「
依
ら
し
む
べ
し
、
知
ら

し
む
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
よ
う
な
、
強

い
上
か
ら
の
圧
力
的
万
式
で
す
べ
て
が

規
制
さ
れ
て
い
た
し

　
十
日
町
市
落
之
水
部
落
に
残
さ
れ
て

い
る
「
五
人
組
帳
」
に
よ
れ
ば
、
　
「
五

人
組
帳
弐
冊
を
仕
立
て
、
御
公
儀
様
へ

　
｝
札
差
し
あ
げ
、
名
主
処
二
壱
冊
を
指

し
置
き
申
し
候
い
て
、
壱
ケ
月
月
二
一

度
宛
惣
百
姓
が
寄
り
合
い
、

前
書
の
趣
を
披
見
い
た
し
相
続

守
る
べ
く
申
し
候
」
と
末
尾

に
記
載
さ
れ
て
い
る
〇

　
五
人
組
帳
と
い
う
の
は
、
村
内
で
守

・
る
べ
き
日
常
的
な
問
題
を
多
く
書
き
つ

ら
ね
た
も
の
で
、
・
そ
の
規
則
を
破
っ
た

む
の
は
も
ち
ろ
ん
同
じ
組
に
入
れ
ら
れ

た
も
の
ま
で
罰
せ
ら
れ
て
し
ま
｝
っ
と
い

う
も
の
で
あ
つ
て
、
江
戸
時
代
の
農
民

た
ち
を
抑
え
る
面
接
の
き
ま
り
で
あ
っ

た
o
た
と
え
ば
、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
（
キ

リ
ス
ト
教
）
・
盗
賊
・
外
来
者
の
取
締

り
・
人
身
売
買
・
ば
く
ち
事
・
耕
作
の

事
な
ど
基
本
的
な
こ
と
か
ら
、
火
の
用

心
・
着
物
・
食
物
・
飲
酒
．
大
雪
の
際

の
道
つ
く
り
ま
で
詳
細
に
定
め
ら
れ
て

い
る
。

　
　
し
か
し
、
五
人
組
帳
な
、
お
上
よ
り

言
い
つ
け
ら
れ
．
た
趣
旨
に
し
た
が
っ
て

作
っ
た
と
は
い
い
な
が
ち
、
　
一
応
は
「

大
小
の
百
姓
が
立
ち
合
い
、
詮
議
い
た

　
し
候
処
」
と
あ
る
よ
う
に
、
農
民
た
ち

　
の
意
向
も
繰
の
・
い
涯
う
れ
か
形
が
｝
部

　
分
附
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
こ
れ
と
ち
が
っ
て
、
各
村
々
の
辻
な

　
ど
に
立
て
ら
れ
た
「
御
高
札
」
は
、
反

句
は
簡
単
で
あ
っ
た
が
絶
対
的
な
権
威

　
を
も
っ
て
い
た
Q
高
札
は
、
庄
屋
の
家

　
の
前
や
、
道
の
分
か
れ
場
所
な
ど
村
民

　
の
目
に
つ
き
や
す
い
と
こ
ろ
に
立
て
ら

　
れ
、
し
か
も
石
積
み
の
上
と
か
揚
を
ま

　
わ
す
と
か
、
ま
た
雨
覆
い
の
屋
根
ま
で

　
つ
け
ら
れ
て
い
た
o
そ
の
場
所
は
、
　
「

　
御
高
札
場
」
と
呼
ば
れ
て
、
汚
し
た
り

．
す
る
こ
と
は
厳
禁
さ
れ
た
o
い
ま
で
も

　
地
名
に
ま
で
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

　
る
く
ら
い
村
民
の
く
ら
し
に
食
い
こ
ん

　
で
い
た
よ
う
で
あ
る
o

　
　
仙
田
地
区
で
発
見
さ
れ
た
古
文
書
の

　
中
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
o

酉
六
月
　
百
姓
代

　中
御
　野
役

所　 庄組

さ
る
さ
と
を
さ
ぐ
る

資
料
で
み
る
町
の
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
旨

い
ま
か
ら
百
七
十
六
年
前
の
こ
と
で
あ

る
。　

乍
恐
以
書
附
奉
願
上
候

　
一
、
越
後
国
魚
沼
郡
仙
田
村
御
高
札

　
　
場
之
儀
は
先
庄
．
よ
り
五
ケ
所
二
立

　
　
て
来
り
候
処
、
五
ケ
所
之
内
田
戸

　
　
御
高
札
之
儀
は
年
久
し
く
相
成
り

　
　
文
字
が
消
え
失
せ
候
い
て
、
相
分

　
　
り
か
ね
候
に
付
、
御
墨
入
れ
な
し

　
　
く
だ
し
置
か
れ
た
く
此
段
願
い
上

　
　
げ
奉
り
候
．

　
　
　
御
慈
悲
の
御
考
弁
を
以
て
、
願

　
　
い
の
通
り
御
墨
入
れ
な
し
く
だ
し

　
　
置
か
れ
候
は
ば
、
重
々
あ
り
が
た

　
　
き
仕
合
せ
に
存
じ
奉
り
候
o
以
上

　
　
　
　
越
後
国
魚
沼
郡
仙
田
村

　
　
　
　
　
　
　
長
百
姓
重
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
組
頭
治
左
衛
門

　
　
寛
政
元
年
　
百
姓
代
　
治
右
衛
門

屋1呈貝

藤孫孫
右．，，左

門郎門
暇鯉岬俺．桝・

　
　
　
（
注
）
中
野
御
役
所
と
は
、
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
州
中
野
に
あ
っ
た
代
官
所
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
当
時
仙
田
村
｝
円
は
そ
の
支
配
｛

　
　
　
下
に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
ま
た
、
仙
田
地
内
に
五
ケ
所

　
　
　
立
て
た
と
あ
る
が
、
田
戸
の
外
、

　
　
　
に
は
ど
こ
で
あ
っ
た
の
か
、
地

　
　
　
区
の
万
か
ら
聞
か
せ
て
い
た
だ

　
　
　
き
た
い
も
の
．

ま
た
、
次
の
も
の
は
、
明
治
維
新
が
成

っ
て
布
達
さ
れ
た
も
の
で
、
恐
ら
く
最

後
の
御
高
札
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
覚

　
　
　
　
　
王
政
御
㎝
新
二
付
い
て
は

　
　
　
　
速
や
か
に
天
下
御
平
定
、
万

　
わ
た
く
し
た
ち
の
部
落
は

四
十
八
戸
、
婦
人
会
員
も
四

十
八
名
で
す
o
町
の
み
な
さ

ん
に
じ
ま
ん
し
て
も
よ
い
と

思
う
乙
と
が
三
つ
あ
り
ま
す

　
そ
の
ひ
と
つ
は
神
社
の
清

掃
奉
仕
で
す
o
昭
和
二
十
六

｝
ね
ら
わ
れ
る
若
い
芽

民
二
至
リ
諸
民
其
の
所
を
得
る
様
　
　
｛

御
エ
イ
慮
も
在
ら
せ
ら
れ
候
二
付
、
｝

此
折
柄
に
天
下
を
浮
游
す
る
者
こ
れ
｝

あ
り
候
な
ど
に
て
は
相
済
ま
ず
獲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

自
然
今
日
の
形
勢
を
う
か
が
い
、
み
｝

だ
り
に
士
民
と
も
本
国
を
脱
走
い
た
｛

す
な
ど
堅
く
差
留
め
ら
れ
候
。
万
一
㎜

脱
国
の
考
え
こ
れ
あ
り
、
不
将
の
所
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

業
い
た
し
候
節
ハ
、
輩
の
者
の
墜

度
た
る
べ
く
候
。
も
っ
と
も
此
の
御
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
節
二
付
、
上
下
無
く
、
皇
国
の
御
…

為
ま
た
ハ
諸
家
の
為
筋
な
ど
存
じ
込
一

み
建
言
い
た
し
候
者
ハ
、
言
路
を
開
一

き
公
正
の
心
を
以
て
其
の
旨
趣
を
究
｝

堕
ご
せ
、
願
に
依
り
太
警
代
へ
も
一

申
し
出
す
べ
く
仰
せ
出
さ
れ
候
事
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

三
月
　
太
政
官
｝

　
　
（
謄
塁
）
　
　
｝

年
に
は
じ
め
た
そ
う
で
す
か
ら
、
ご
と

し
で
も
う
十
五
年
も
続
い
て
い
ま
す
o

　
毎
月
一
日
と
十
五
日
の
二
回
、
会
員

が
輪
番
制
で
雑
布
か
け
、
お
花
を
主
け

神
社
清
掃
日
誌
に
記
入
し
て
次
の
組
に

申
し
送
り
ま
す
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
役
員
の
選
出
万
法
で

　
　
　
　
　
　
　
す
o
昨
年
、
向
後
五

　
　
　
　
　
　
　
年
間
の
会
長
役
員
を

　
　
　
　
　
　
　
選
挙
で
決
め
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
当
選
者
は
必
ず
受

　
　
　
　
　
　
　
け
る
こ
と
と
い
う
申

．
／

伽〆i・葎

非
行
化
の

年
齢

次
第
に

低
く
な
っ

て
き
て

い
る

・
髪

L蜘副肋八・鼓1

鍮．

【
，
扉
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み
ん
な
の
力
で

防
ぎ
ま

し
よ
・
つ

e
　
＼

翼！
ー

〆
・
ド楽
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’脚

必“

o心

グ

勃ミイ刊イピ

§
　
　
麟

　
　
　
　
　
　
　
侮

態
謙

し
合
わ
せ
に
し
た
が

い
、
だ
れ
も
断
わ
ら

ず
に
快
く
引
き
受
け

て
く
れ
ま
し
た
o
毎

年
い
ま
ご
ろ
に
な
る

と
そ
ろ
そ
ろ
人
選
が

は
じ
ま
り
、
こ
れ
が

雪
消
え
ま
で
も
た
つ

き
、
苦
労
し
て
や
っ

と
決
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
も
昔
の
話

に
な
り
今
は
ノ
ホ
ホ

ン
と
し
て
い
ま
す
〇

　
三
ば
ん
め
は
婦
人

学
級
の
乙
と
で
す
o

開
級
し
て
乙
と
し
で

三
年
、
月
【
回
の
学

習
が
と
て
も
待
ち
ど

お
し
く
出
席
率
は
い

つ
も
几
十
九
パ
ー
セ

ン
ト
で
す
o
　
部
落
か

ら
勉
強
机
を
作
っ
て

も
ら
い
み
ん
な
｝
生

懸
命
で
す
o
毎
日
に

ハ
リ
の
あ
る
生
活
、

仙
田
へ
嫁
に
き
て
ほ

ん
と
う
に
よ
か
っ
た

と
感
謝
し
て
い
ま
す

（
藤
沢
・
M
子
）

民
生
委
員
の
改
選

　
去
る
＋
二
月
｝
日
付
で
全
国
い
っ
せ

い
に
民
生
委
員
の
改
選
が
行
な
わ
れ
、

本
町
で
も
二
十
三
名
の
万
が
改
選
さ
れ

こ
れ
か
ら
三
任
間
社
会
福
祉
の
よ
き
相

談
相
手
と
し
て
お
骨
お
り
を
願
・
つ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
o
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
o

小
海
大
成
ほ
か
＝
十
名
の
万
は
再
選
さ

れ
次
の
万
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
し

　
担
当
地
区
室
島
　
　
高
野
寅
五
郎

　
担
当
地
区
小
臼
倉
　
田
中
林
、
平

次
に
永
年
民
生
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

ま
し
た
、
川
崎
豊
吉
（
室
島
）
江
口
義

｝
（
小
臼
倉
）
の
二
氏
は
＋
｝
月
三
十

日
を
も
っ
て
退
任
さ
わ
る
乙
と
に
な
り

ま
し
た
o
永
い
間
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

功
績
は
ま
乙
と
に
大
き
な
も
の
が
あ
り

そ
の
ご
労
苦
を
謝
し
今
後
と
も
何
分
の

ご
指
導
を
願
う
し
だ
い
で
す
o

かセレ

僻
堰
A
駈

　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
寺
尾
高
橋
章
子

声
高
の
一
と
か
た
ま
り
や
初
参
り

と
ぴ
う
つ
る
庭
木
へ
雀
初
日
影

湯
気
こ
も
り
風
呂
場
の
七
五
三
の
や
や

小
さ
し
　
　
　
木
　
島
　
数
藤
ひ
さ
ほ

雪
が
こ
い
す
み
た
る
庭
，
の
落
葉
掃
く

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
南
雲
　
良
子

手
袋
を
片
手
脱
き
し
て
店
先
に

　
　
　
　
　
　
小
臼
倉
　
田
中
　
翠
畝

サ
ボ
テ
ン
の
鉢
炉
辺
に
置
き
冬
ご
も
り

　
　
　
　
　
　
小
臼
倉
　
田
中
　
早
月

軒
に
干
す
菜
の
一
連
や
寒
雀

　
　
　
　
　
　
小
臼
倉
　
江
口
　
凡
石

御
手
洗
の
柄
杓
の
木
の
香
初
詣

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
子
湖
月

輪
か
ざ
り
を
耕
転
機
に
も
バ
イ
ク
に
も




